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○テーブルの下にもぐる 

　　丈夫なテーブルの下にすばやくもぐり、 

　テーブルの足をしっかりつかんで 

　おきましょう。 

避難は徒歩で 
○持ち物は最小限にまとめて 

　　非常持出品は、日ごろか 

　ら準備・点検しましょう。 

  

 

○家を出るときに忘れずに 

　　ガスの元栓を閉める。 

　再通電火災を防ぐため、 

　電気のブレーカーを 

　OFFにする。 

　窓やドアを閉め、 

　戸締りをする。 

地震から身を守る 
　すぐ行動 
　→　まずは自分の身を守る 
○頭を守る 

　　落下物に注意し、座ぶとん 

　など身近なもので頭を 

　おおいましょう。 

○あわてて外へ飛び出さない 

　　あわてて外に飛び出すと、 

　ガラスなどが落ちてきて、 

　かえって危険です。 

  

 

 

 

 

○正確な情報を入手する 

　　ラジオやテレビで正確な情報を入手する。 

　デマに惑わされる 

　ことなく、正確な 

　情報をつかみま 

　しょう。 

 

 
　おさまったら 
　→　被害を最小限におさめるための行動 
○出口の確保 

　　地震の揺れで建物が 

　ゆがみ、ドアや窓が開か 

　なくなることがあります。 

　ドアなどを開けて脱出口 

　を確保しましょう。 

 

○すばやく火の始末 

　　大きな揺れは1分以内 

　におさまります。 

　地震でこわいのは火 

　の不始末による火事。 

　火の始末が大切です。 

地震が 
起きたら 
どうするの？ 
地震が起きたときには、自分の身は自分で
守るのが基本です。ふだんからどのような
行動を取ったらよいか考えておきましょう。 
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街中や外出中に地震にあったら？ 
○落下物に注意する 

　　窓ガラスの破片や看板など 

　が落ちてくるおそれがありま 

　す。かばんなどで頭を守り、 

　近くの安全なビルなどに逃げ 

　込みましょう。 

  

 

○エレベーターは使わない 

　　地震発生後、エレベーターを 

　使うのは絶対に避け、階段を 

　使いましょう。 

  

 

 

○職員の誘導に従う 

　　人の集まる場所では、警察、消防、交通機

　関などの職員の指示に従って冷静に行動しま

　しょう。 

○正確な情報をつかむ 

　　デパートや地下街、電車やバスの中では係員

　の指示や館内（車内）放送に耳を傾けましょう。 

　携帯用ラジオを持っていると便利です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○職場・学校に帰宅グッズを備える 

　　交通機関が止まってしまい、徒歩で帰宅す

　る場合を考えて、スニーカー・携帯ラジオ・

　地図などを準備しておきましょう。 

○となり近所に声かけあって 

　　となり近所 

　に声をかけあい、 

　こどもやお年寄 

　り、障害のある 

　方などの手助け 

　をしましょう。 

  

 

○車は使わず歩いて避難 

　　自動車を使うのは、 

　交通混乱の原因とな 

　るのでやめましょう。 

○せまい路地、がけ下、川べりはさける 

　　せまい路地や塀ぎわは、ブロック塀などが

　倒れてくるおそれがあります。また、がけや

　川べりは地盤のゆるみで崩れやすくなってい

　る場合があるので、近寄らないようにしま

　しょう。 
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広域避難場所へ向かう
道や入口の周りには、
わかりやすいよう看板
や標識を設置していま
す。 

どこに避難するの？ 

家にとどまる 

自宅建物が火災や倒壊の危
険がないときは、あえて避
難の必要はありません。 
（状況に応じてください） 

大地震が発生したら、指定された
小中学校に限らず、近くの学校、
公園、広場など安全な場所に避難 

地震による火災が多発し延焼拡大
した場合、熱や煙から生命・身体
を守るため一時的に避難 

まずは近所の空き地・公園へ 

地震
発生
！ 

 大火災が発生したら 

自宅に戻れない時は 

 大火災が 
発生したら 

広域避難場所 
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○けがをしたときは 
 被災負傷等の応急医療を
行う地域医療救護拠点を、
学校施設に設置します。
市内に146か所を整備し、
応急医療に必要な医薬品
等を備蓄しています。 

○水の確保 
●災害用地下給水タンク 
　通常配水管の一部として新鮮な水道水が流れている 
　地下式の貯水槽を整備しています。 
●緊急給水栓 
　地震に強い水道管路に設置された 
　消火栓に臨時の給水装置を取り付 
　けて給水する施設です。 
●災害応急用井戸協力の家 
　災害時に地域の方々へ洗浄水（洗濯用等） 
　などの生活用水として提供いただける井戸を 
　災害応急用井戸として指定しています。ご協力いただいている井戸には
　「災害応急用井戸協力の家」のプレートを掲げています。 

○備蓄庫があります。 
横浜市では、乾パンや、水
缶詰などの食料をはじめ、
トイレットペーパーなどの
生活用品や仮設トイレ、エ
ンジンカッターなどの救助
用資機材などを分散して備
蓄しています。 ○地域の力で避難場

　所運営 
震災発生時に、地域住民の相
互協力による防災活動や避難
生活の維持等が行えるよう、
震災時避難場所ごとに、地域・
学校・行政からなる地域防災
拠点運営委員会が設置されて
います。 

家屋の倒壊などにより
自宅に戻れない市民が
避難生活を送る場（地
域防災拠点）＝市立の
小中学校（454か所） 

震災時避難場所 

炊飯器・ガスかまど 
生活・安否確認情報 

災害応急用井戸協力の家 

災害用地下 
給水タンク 
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　いざというときには？ 

○ラジオ・テレビで気象状況の把握をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○窓ガラスは、強風による飛来物などに備えて、

　外側から板でふさぐなど早めに補強しておき

　ましょう。 

○ベランダの物干ざおや家の回りの植木など飛

　ばされやすいものを片付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○浸水のおそれがある場合には、家財道具など

　を2階や高いところへ移動する。 

 ○むやみに外出しない。 

 ○がけ地付近はがけ崩れに十分に注意する。 

 ○危険を感じたら早めに避難しましょう。 

 ○非常持出品を用意するなど、避難の準備をす

　る。 

風水害に 
備える 
台風や大雨に備えて、油断せず、日ごろか
ら家や周囲の点検をして、必要な箇所の
修理、補強をしておきましょう。 

　いつも備えておくことは？ 

○雨どいや側溝の落ち葉やごみ、土砂などを掃

　除し、流れを良くしておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○瓦のずれ、割れ、ひび、トタン屋根のめくれ、

　ゆるみなどを点検・補修しておく。 

 ○家の周囲はいつも整理整頓しておく。 

 ○停電に備えて、懐中電灯、ろうそく、携帯ラ

　ジオなどを用意しておく。 

　（予備の電池を忘れずに！） 

 ○避難場所などを家族で確認しておきましょう。 

 ○家のまわりの地形などにも気を配っておきま

　しょう。がけ崩れなどの思わぬ災害に巻き込

　まれることを防止できます。 
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　避難するときは？ 

○服装は活動しやすく、保温性があり、防水効

　果のあるものにしましょう。 

○火の始末、戸締りを確実にする。 

○ブレーカーを切る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○となり近所へ声をかけ、お年寄りや子供、病

　気の人などの避難に協力をしましょう。 

 
　身近な浸水対策 

　急な浸水に対応するため、身近にある物を利

用した簡易水防工法をご紹介します。 

 

＜水のう＞ 

　土のうの代用品として、家庭用ゴミ袋に水を

入れて口を縛ります。ゴミ袋の枚数を重ねると

強度が増しますが、空気が入っていると浮かん

でしまうので、注意が必要です。 

　また、この他に、プランター、ダンボール、

ビールケース、雑誌類などを重石として利用で

きます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜簡易防水板＞ 

　防水板の代用品として事務用テーブルや畳、

事務用ロッカーなどを利用できます。設置する

際は、土のうや重い物で板を固定します。また、

畳などの隙間から水が入るものは、ビニールシ

ートで包んでください。 

  

＜換気口などの防水＞ 

　換気口には、タオルを入れたビニール袋を、

ぎゅうぎゅうに詰めます。換気口のふたはガム

テープなどでしっかりと止めましょう。 
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知って 
おこう！ 胸骨 

圧迫部位 

勇気をもって応急対応 
　大きな災害などの場合は、けが人などが多数

発生することが予想され、救急車がすぐに来る

とは限りません。その場に居合わせた「あなた」

の迅速な救命手当が、尊い命を救います。 

　まず、症状をよく確かめてから、勇気をもっ

て実施しましょう。ここでは成人の心肺蘇生法

等を紹介します。 

 
　反応はありますか？ 

　呼びかけて、反応をみる。 

反応がなかったら→助けを呼ぶ (119番通報と

AEDの手配)。その後、気道の確保 

　空気が鼻や口から肺に達するまでの通路を開く。 

　片手を額に当て、もう一方 

の手の人差指と中指の2本を 

あご先にあて、頭を後ろに 

傾けると同時に、あご先を持ち上げる。 

 
　正常な呼吸をしていますか？ 

　気道を確保した状態で、自分の頬を傷病者の口・

鼻に近づけ、呼吸の音や吐く息を感じるととも

に胸のあがりを見る。 

正常な呼吸がなかったら→人口呼吸 

①気道を確保したまま、額に 

　当てた手の親指と人差指で 

　鼻をつまむ。 

②大きく口を開けて、相手の口を覆い、空気が

　漏れないようにして、息を約1秒かけて 

　吹き込む。更に、いったん口を離し、 

　同じ要領でもう１度吹き込む。 

　人工呼吸が終わった後、もしくは人口呼吸省

略後→直ちに胸骨圧迫 

　胸骨圧迫は圧迫する位置と手の置き方がポイ

ント。 

①圧迫する位置（乳頭と 

　乳頭を結ぶ線の真ん中）

　を確認する。 

②その位置に手を置き、

　もう一方の手を重ねる。 

 

③ひじを曲げずに垂直に体重を 

　かける。 

④成人では垂直に4 cm～5 cm 

　胸骨を押し下げる。 

⑤胸骨圧迫は毎分約100回の速い 

　テンポで30回垂直に、強く・ 

　速く・絶え間なく圧迫する。 

 

 

 

⑥毎回、胸が元の高さに戻るまで圧迫を緩める。 

⑦ 30回の胸骨圧迫が終わった後、2回の人口呼

　吸を行う。 

　この30回の胸骨圧迫と2回の人工呼吸の組み

　合わせを救急隊が到着するまで繰り返し行う。

　AEDを使用するとき以外は絶え間なく行うこ

　とが大切。人工呼吸が行えないときは胸骨圧

　迫だけでも行いましょう。 

 
　AEDが到着したら 

　心肺蘇生法を行っている途中でAEDが到着

したら、すぐに AED を使う準備を始める。

AEDは電源が入ると音声メッセージが流れ、実

施すべきことを指示してくれるので、落ち着い

て操作する。 

 
　出血があったら 

直接圧迫止血法 

　厚いガーゼや布などを傷口に 

あてて押さえる。 

 

この部分で圧迫する 
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地震の 
知識 

関東地震（関東大震災）の再来型。相模ト
ラフを震源域とするマグニチュード7.9の
地震。今後100～ 200年以内に発生す
る可能性が高い。市内の広い範囲で震度5
強以上の揺れが予測される。 
 
駿河トラフを震源域とするマグニチュード
8クラスの地震。 
 
横浜市直下を震源域とするマグニチュード
7クラスの地震。ほぼ全市域で震度5強以
上の揺れが予測される。 
 
丹沢山地南縁から相模湾岸に至る断層帯と
その海域延長部を震源域とするマグニチュ
ード7.5 程度の地震。市南部で震度6強
の範囲が広がることが予測される。 
 
三浦半島に位置する断層群を震源とする地
震。地震発生の確率が高いとされている武
山断層帯を震源とした場合、市南部を中心
に震度5弱以上の揺れが予測される。 

横浜市に影響を与えると考えられる地震 

南関東地震 
 
 
 
 
　 
東海地震 
 
　 
横浜市直下 
の地震 
（神奈川県東部） 
　 
神縄・国府津 
－松田断層帯 
地震 
 
　 
三浦半島 
断層群の 
地震 

1　地震はなぜおきるのか？ 
　地球の表面は、年に数cmぐらいの速さで動
く十数枚の岩盤の板（プレート）で覆われてい
ます。プレートがぶつかり合う所ではひずみが
生じ、限界に達したときに破壊が起こり、地震
が発生します。 
　日本付近で発生する地震は原因により、大き
く3つの種類に分けられます。 
  
（1）プレート境界型の地震 

　プレート境界である海溝では、海側のプレー

トが陸側のプレートの端を引きずりながら陸側

のプレートの下にもぐりこみ、ひずんだ陸のプ

レートの先端が限界に達すると跳ね上がり、地

震が発生します。 

例）大正12年関東地震（関東大震災）、東海地震 
  
（2）プレート内部の地震 

　海溝などから沈み込んでいく海側のプレート

の内部で大規模な破壊が起き、地震が発生します。 

例）昭和8年三陸地震、平成6年北海道東方沖地震 
  

（3）陸域の浅い地震（内陸の直下型の地震） 
　陸側のプレートの中で、海側のプレートに押

され、弱い部分で破壊がおき、断層が動いて地

震が発生します。 

例）平成7年兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災） 
 
 
2　マグニチュードと震度 
　マグニチュードとは、地震の規模の大小を表し、
震度は、ある地点での揺れの程度を表すもので
震度計を用いて観測します。 

　マグニチュードと震度の関係は、電球のワッ
ト数と室内の明るさとの関係に似ています。同
じ電球でも、近くでは明るく、遠くで暗くなる
のと同じで、マグニチュードの大きな地震でも、
震源が遠かったり、深かったりすると震度は小
さくなります。 

地震の揺れの目やす 
（気象庁震度階級関連解読表より抜粋） 

震度1
室内にいる人の一部 
がわずかに感じる。 

震度2
電灯など下げもの 
がわずかに揺れる。 

震度0
人体に感じない。 

震度3
屋内にいる人 
のほとんどが 
揺れを感じる。 

震度4
座りの悪い置 
物が倒れる。 

震度5弱 
下げものが 
激しく揺れ 
る。 

震度5強 
家具が倒れ、 
食器などが 
落ちる。 

震度6弱 
かなりの建物で壁 
のタイルや窓ガラ 
スが損傷する。 

震度6強 
補強されていない 
ブロック塀のほと 
んどが崩れる。 

震度7
山崩れ、大きな 
地割れが生じる。 
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○雨の強さと降り方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○台風の知識 
 　台風とは、熱帯の海上で発生する低気圧を「熱

帯低気圧」と呼び、このうち北西太平洋又は南

シナ海で発達して中心付近の最大風速（10分間

平均）がおよそ17m/s以上になったものです。 

 　台風の「大きさ」は「強風域（風速15m/s以

上の強い風が吹いている範囲）の半径で、台風

の「強さ」は「最大風速」で表されています。 

 

 

＜大きさの階級分け＞ 
 
 
 
 
 
＜強さの階級分け＞ 

風速15m/s以上の半径 

500km以上～800km未満 

800km以上 

階　　級 

大型（大きい） 

超大型（非常に大きい） 

最　大　風　速 

33m/s以上～44m/s未満 

44m/s以上～54m/s未満 

54m/s以上 

階　　級 

強い 

非常に強い 

猛烈な 

風水害の 
知識 

○気象注意報・警報について 
＜気象注意報・警報の種類＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜横浜市域の主な注意報・警報の発表基準＞ 

注
　
意
　
報 

警
　
報 

大雨などによって、災害が起るおそれがある
場合に、あらかじめ、それを注意するために
発表されます。 
注意報には風雪、強風、大雨、大雪、雷、乾
燥、濃霧、霜、高潮、波浪、洪水などがあり
ます。  
重大な災害が起るおそれのある場合に、災害
を防ぐ準備及び厳重な警戒をうながすために
発表されます。 
警報には暴風、暴風雪、大雨、大雪、高潮、
波浪、洪水があります。 

注意報・警報 

強風（暴風） 

波　浪 
 

高　潮 
 

 

大　雨 

 

 

洪　水 

 

大　雪 

基準項目 

平均風速 

有義波高 
 

潮位(東京湾
平均海面上) 

1時間降水量 

3時間降水量 

24時間降水量 

1時間降水量 

3時間降水量 

24時間降水量 

24時間の
降雪の深さ 

注意報基準値 

12m/s 

東京湾1.5m 

相模湾2.5m 

1.4m 
 

20mm 

30mm 

60mm 

30mm 

40mm 

80mm 

5cm

警報基準値 

25m/s 

東京湾3.0m 

相模湾5.0m 

1.8m 
 

40mm 

80mm 

150mm 

40mm 

80mm 

150mm 

20cm

1時間
雨 量
(mm) 
 

10以上

20未満 
 

20以上

30未満 
 

30以上

50未満 

 
 

50以上

80未満 

 

 
 

80以上 

 
予報用語 
 
 
やや強い雨 
 
 
 
強い雨 
 
 
激しい雨 
 
 
 
非常に激し
い雨 
 
 
 
 
猛烈な雨 

人の受ける
イメージ 
 
 
ザーザーと
降る 
 
 
どしゃ降り 
 
 
バケツをひ
っくり返した
ように降る 
 
滝のように
降る 
（ゴーゴー
と降り続く） 
 
 
息苦しくなる
ような圧迫感
がある 
恐怖を感ずる 

 
人への影響 
 
 
地面からの
跳ね返りで足
元がぬれる 
 
傘をさしてい
てもぬれる 
 
 
 
 
傘は全く役
に立たなく
なる 

 
屋外の様子 
 
 
地面一面に
水たまりが
できる 
 
 
 
道路が川の
ようになる 
 
 
水しぶきで
あたり一面
が白っぽく
なり、視界
が悪くなる 
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家 族 の お ぼ え 

氏　　名 血液型 生年月日 会社・学校の 
連絡先 

備　　考 

いざというときのダイヤルメモ 
　あらかじめ調べて記入しておきましょう 

火事・救急・救助・・・・・119番 

犯罪・交通事故・・・・・・110番 

お近くの区役所 

ガス 

電気 

電話 

近くの病院 

災害用伝言ダイヤル・・・・171番 

わが家の安全地図 
家から震災時避難場所への行き方を地図に書いておきましょう。 

●家族・知人など共通の連絡先 

●災害時の家族の集合場所 

●震災時避難場所（地域防災拠点） 

わ が 家 の 安 心 メ モ 



横浜市広報印刷物登録第190670号 
種別・分別　B-NB010

平成20年3月発行／横浜市安全管理局危機管理室 
〒231-0017　横浜市中区港町1-1 
TEL 045-671-2171 
FAX 045-641-1677 
 インターネットアドレス 
http://www.city.yokohama.jp/me/anzen/kikikanri 
e-mail  an-kikikanri@city.yokohama.jp


